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 本論文は、第 1 章から第 3 章で「地獄極楽めぐり図」を中心に河鍋暁斎を論じ、第 4 章で師の歌川芳年と兄弟











 加えて第 4 章の「源頼光公館土蜘作妖怪図」では、政治風刺の戯画とする従来の固定観念を再考証し、「疱瘡
除け」や歌舞伎の舞踊を典拠とするモチーフの指摘、妖怪の原図となった図様特定のほか、西洋銅版画の影響も
あげ、大衆受けするダイナミックなこの作品が、時代の多様な諸相が融合した複雑な性格をもつ作品であること
を具体的に提起したことは画期的で高く評価できる。 
 反面、多様な分野から問題提起したことで実証が不十分な部分もあり、第 3章にも未整理な部分が認められる。
また展覧会で実見しているとは言え、「地獄極楽めぐり図」の学術調査は規制されており、本論文も現状で許さ
れる限りでの最大限の調査研究となっている。しかしながら、幕末明治の転換期らしいモチーフも取り入れて、
暁斎が「地獄極楽めぐり図」を重層的で豊穣なイメージにあふれた作品に昇華したことは事実であり、それを古
代美術開帳から役者の特定などに及ぶ様々な研究領域を総合して検証していった成果は、堅実であるとともに独
創的と言わざるを得ない。本論文は、暁斎研究の今後の進展への期待のみならず、浮世絵研究を大きく転換させ
る可能性に充ち、将来の美術史研究をリードする研究者たる実力を示した論攷であると評価できる。よって、本
論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
 
